
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
周
辺
イ
ベ
ン
ト
情
報
』 

「
時
の
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
９ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」 

毎
年
６
月
１
０
日
は
「
時
の
記
念
日
」
！
子
午
線
の
ま
ち
で
あ
る

明
石
で
は
６
月
１
０
日
を
含
む
１
周
間
ほ
ど
の
期
間
を
「
時
の
ウ

ィ
ー
ク
」
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
！ 

日
時
：
令
和
元
年
６
月
１
６
日
（
日
） 

 
 

 

午
前
１
０
時
か
ら
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
） 

場
所
：
県
立
明
石
公
園 

出
店
数
：
１
０
０
ブ
ー
ス
程
度 

 

『
播
磨
の
絶
滅
危
惧
種
展
』 

播
磨
地
域
は
「
絶
滅
危
惧
種
」
の
多
い
地
域
で
、
国
内
で
こ
こ
だ

け
、
県
下
で
こ
こ
だ
け
の
地
域
固
有
植
物
や
、
名
前
に
播
磨
を
冠

し
た
植
物
も
存
在
す
る
。
園
で
系
統
保
存
し
て
い
る
絶
滅
危
惧
種

約
１
０
０
点
を
展
示
。
６
月
２
日 

(

日)

、
９
日(

日)

午
前
１
１
時

～
「
ミ
ニ
説
明
会
」
を
開
催
し
、
展
示
植
物
を
見
な
が
ら
、
特
徴

や
育
て
方
の
コ
ツ
を
解
説
す
る
。
「
岩
田
健
三
郎
植
物
画
展
」
を

同
時
開
催
。
姫
路
を
代
表
す
る
文
化
人
・
版
画
家
の
岩
田
健
三
郎

氏
が
描
い
た
植
物
画
５
０
点
も
展
示
さ
れ
る
。 

日
程
：
令
和
元
年
６
月
１
日(

土)

～
１
２
日(
水) 

 
 

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時 

 
 

 

金
曜
休
園 

※
最
終
入
園
は
午
後
４
時
３
０
分
ま
で 

場
所
：
姫
路
市
立
手
柄
山
温
室
植
物
園 

    

五
大
浮
世
絵
師
展 

ー
歌
磨
・
写
楽
・
北
斎
・
広
重
・
国
芳
ー 

５
人
の
絵
師
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会 

美
人
画
、
役
者
絵
、
風
景
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍

し
た
４
人
の
浮
世
絵
師
の
作
品
を
紹
介
し
た
特
別
展
が
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。
今
回
は
奇
想
天
外
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
歌
川
国
芳
を
新

た
に
加
え
、
５
人
の
絵
師
の
作
品
か
ら
浮
世
絵
の
魅
力
に
迫
る
。

日
程
：
令
和
元
年
４
月
２
０
日(

土)

～
６
月
１
６
日(

日) 

 
 

 

午
前
１
０
時
か
ら
午
後
５
時 

 
 

 

金
曜
休
園 

※
最
終
入
園
は
午
後
４
時
３
０
分
ま
で 

場
所
：
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館 

  

パ ス ト ラ ー ル 

加 古 川 

 
K  A  K  O  G  A  W  A 

◆
お
願
い
◆ 

■
テ
レ
ビ
の
音
量
に
つ
い
て 

気
候
も
暖
か
く
な
り
、
お
部
屋
の
窓
を
開
け
る
こ
と
が
増

え
る
季
節
で
す
。
窓
の
開
け
閉
め
は
隣
の
方
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
静
か
に
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
音
が
窓
か
ら
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
音
量

に
も
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い
場
合
は
、
無
線
の
手
元
ス

ピ
ー
カ
ー
の
ご
利
用
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

■
共
用
部
分
の
窓
の
開
け
閉
め
に
つ
い
て 

 

雨
の
日
は
雨
の
吹
き
込
み
が
あ
り
ま 

す
の
で
、
共
用
部
分
の
窓
は
な
る
べ 

く
開
け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

今月の頭の体操 
 

今月も「なぞなぞ」です。 

 

＜問題＞ 

いくらよんでも、返事をしないもの

ってなに？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※答えは、フロントへ‼ 

 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

「
長
が
湯
」
は
Ｎ
Ｇ 

夏
の
正
し
い
入
浴
法
。 

 

日
本
人
は
風
呂
好
き
で
知
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
分
、
浴
槽
内
で
溺

れ
る
事
故
も
多
い
で
す
。
入
浴
時
の
事
故
で
は
、
寒
い
冬
に
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
な
ど
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

夏
場
に
も
危
険
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
事
故
が
起
こ
る
理
由
の
一
つ
と

さ
れ
る
の
が
、
長
く
湯
に
つ
か
る
こ
と
で
す
。
長
く
湯
に
浸
か
る
と
、

「
血
管
や
脳
、
心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
」
の
で
高

齢
者
だ
け
で
な
く
、
中
年
以
下
で
も
体
調
が
悪
か
っ
た
り
持
病
が
あ

っ
た
り
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。
長
く
湯
に
浸
か
る
と
、
体

温
を
調
整
し
よ
う
と
皮
膚
の
毛
細
血
管
が
広
が
リ
、
全
身
の
血
行
が

よ
く
な
る
半
面
、
血
圧
が
下
が
り
脳
に
届
く
血
液
が
減
り
ま
す
。
こ

の
状
態
で
立
ち
上
が
る
と
、
脳
に
血
液
を
送
ろ
う
と
血
圧
が
急
に
上

が
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
で
は
、
ど
ん
な
点
に
気
を
つ
け
て

入
浴
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
３
８
度
以
下
の
ぬ
る
め
の
湯
に
１
０
～
１

５
分
つ
か
る
こ
と
を
勧
め
し
ま
す
。
副
交
感
神
経
な
ど
の
働
き
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
大
き
い
で
す
。 

特
に
、
み
ぞ
お
ち
あ
た
り
ま 

で
つ
か
る
半
身
浴
で
２
０
～ 

３
０
分
入
る
の
が
効
果
的
で 

す
。
「
肩
ま
で
つ
か
る
全
身 

浴
と
比
べ
、
体
へ
の
負
担
が 

少
な
い
」
ぬ
る
め
の
お
湯
で 

半
身
浴
を
実
践
す
れ
ば
、
体 

温
調
節
機
能
の
向
上
に
も
つ 

な
が
り
ま
す
。
健
康
な
人
は 

体
温
上
昇
に
合
わ
せ
て
汗
も 

少
し
ず
つ
出
る
が
、
高
齢
に 

な
る
と
、
汗
を
か
く
機
能
が
衰
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
体
を

暑
さ
に
少
し
ず
つ
順
応
さ
せ
れ
ば
、
上
手
に
汗
を
か
け
る
よ
う
に
な

る
と
の
こ
と
。 

別
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
浴
室
内
で
の
熱
中
症
。
「
も
と
も
と
入
浴

中
は
全
身
の
温
度
が
上
昇
し
て
い
る
軽
い
熱
中
症
状
態
と
も
い
え

る
」
。
入
浴
中
は
体
温
調
節
の
た
め
汗
が
出
る
の
で
、
体
内
の
水
分

量
が
減
り
が
ち
で
す
。
入
浴
そ
の
も
の
が
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
や

す
い
環
境
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

入
浴
時
の
注
意
点
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
最
も
大
切
な

の
が
水
分
補
給
で
す
。
「
入
浴
の
前
後
に
水
分
を
と
れ
ば
、
脱
水
症

状
な
ど
リ
ス
ク
を
下
げ
ら
れ
ま
す
」
ま
た
、
浴
槽
か
ら
出
る
際
は
す

ぐ
に
立
ち
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

正
し
い
入
浴
法
を
心
が
け
て
心
身
を
癒
や
し
、
熱
い
夏
を
乗
り
切
る

力
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

令和元年 5 月 25 日 
[編集・発行] 
パストラール加古川 
加古川市平岡町 
新在家 1224 番 16 
発行責任者：吉村崇彦 

喫茶 6 月のご案内 
 

 

 ひろしま特産フルーツ  

因島 はっさくゼリー 

皮をむいたはっさくが

丸ごと入っており、その

さっぱりとした味わい

は、本物のはっさくを食

べているよう。 

１個 ￥250 円 

 

  

 

 


